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「いし曳
び き

の道」を歩く

　小立野寺院群は台地にあり、兼六園
から南東へ真っ直ぐに延びる“いし曳の
道”に沿って少し高低差があるところに
点在している。
　兼六園下から歩いてみよう。加賀友
禅会館前を進むと松山寺の山門が見え
てくる。坂道の土塀が絵になる「八坂」を
上りきったところには、加賀八家・奥村家
の上屋敷跡（現金沢医療センター）があ
る。横山家ゆかりの松山寺からは鶴林
寺、源太郎川沿いに安楽寺、また奥村
家とゆかりのある永楽寺へ。小立野台へ
と上る「馬坂」はその昔農夫が馬を使っ
て行き来したという由来があり、途中には
馬坂不動尊がある。上りきったところの
高源院は年に一度、無病息災を祈願す
る人たちで溢れる「一ツ灸」のお寺であ
る。少し歩くと前田家の菩提寺「宝円
寺」があり、ここには琳派の始祖・俵屋
宗達のお墓がある。この辺りは、近くの谷
から水がドドっと流れ、川岸の木をメキメ
キっとなぎ倒したことから「百々女木町

もともとは金沢城築城の際
に石垣の石を運ぶための
安全を祈って建てられた。
後に天徳院の下馬先とし
て祠が建てられ、武士はこ
こで馬を降りて天徳院に詣
でていた。現在は地蔵尊が
残り、「下馬地蔵」と呼ばれ
ている。

下馬地蔵（どどめきちょう）」と呼ばれた。周辺にもい
くつかの寺院があり、なかでも善徳寺の
本堂、鐘楼の彫刻は見事。五代藩主綱
紀が建立した如来寺では、市民が彫り
上げた石仏群も見られる。
　金沢で一番大きい寺院と言われる
「天徳院」は必見である。二代将軍徳
川秀忠の次女に生まれ三代藩主利常
の正室となった珠姫の菩提寺であり、こ
こではその生涯を描いたカラクリ人形物
語も上演されている。青 と々した苔も美し
い境内は秋、紅葉の名所として訪れる人
も多い。ここから少し先にある上野八幡
神社境内には芭蕉の句碑が静かに
建っている。

　石引の交差点から天神坂の卯辰方
面に下り、長い階段を上ると前田家の祈
祷所であった椿原天満宮。その先の細
い道をたどると、芭蕉の句碑も残る田井
菅原神社がある。石引の交差点に戻る
と、角には下馬地蔵の祠がある。ここか
らは大通りの高台から下りへと進むコー
ス。最初の細い道に入ると金沢でも老舗
の酒蔵が目に入ってくる。波着寺から下
は白山坂。慶恩寺からの二十人坂、真

行寺へと傾斜が続き、眼下には美しい
町並みが見え隠れする。旧地名を欠原
（がけはら）町と言い、谷間には勘太郎
川が流れ、江戸時代からの名残の坂道
が連なる。棟岳寺から少し進むと嫁坂に
至る。ここは小立野から本多町への坂
道で、藩政時代の初期、篠原出羽守が
娘を嫁がせる荷物を運ぶために切り開
いたと伝えられている。

　唯念寺から本行寺へと進むと、本多
の森の樹木が一面に広がる。静かな
住宅街を左に進めば禅の精神を世界
に広めた「鈴木大拙館」へと続く。右
折して緑に囲まれた大乗寺坂（藩政
時代の大乗寺はこの地にあった）を上
ると県の石引駐車場に出る。左に進む
とこの辺りは本多の森の文化施設が
立ち並び、石川護國神社の鳥居が目
に入る。なまこ塀が美しい成巽閣の横
には、兼六園の一画である朱塗りで鮮
やかな拝殿の金澤神社。金沢の地名
の起こり金城霊澤もぜひ見ておこう。県
立美術館から広坂を下ると石浦神社
へ。四季の移ろいが美しい兼六園から
は石垣の変化も楽しめる金沢城公園へ
と続いている。
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坂道ひとつにも物語がある。
祈りの心は加賀藩の昔から変わらない。
寺院・神社めぐり

の寺院は拝観不可です。

　慶長７年（1602）、越前の脇田兵
部重季がこの地に僧立空等摂を
招き開山。三代利常の小姓脇田
猪之助の位牌と代々の墓がある。
脇田直賢は前田家二代〜五代
まで仕えた。作家中野重治が当
寺に下宿し、著書『歌のわかれ』
に当時のことを記述している。

安楽寺
拝観  境内のみ 可  

E5
3

　加賀藩老臣奥村永福が天正
年間（1573 〜 92）、利家より寺地
を得て建立。永福は利家の兄・
利久に仕え、利家が前田家を相
続した後には利家に仕えた。天
正12年（1585）、佐々成政の攻撃
を受けた能登末森城を、守将と
して死守した話は有名である。

万松山
曹洞宗 永福寺
拝観  境内のみ 可  

D6
4

　慶長四年（1599）、横山山城守
長知が創建し、丹波国氷上郡の
円通寺住職・融山泉祝を招い
て開山とした。長知の父・長隆
は、加賀藩初代藩主・前田利家
の府中（福井県越前市）時代の
家臣。松山は、長隆の戒名であ
る。

円通山
曹洞宗 松山寺
拝観  境内のみ 可  

D5
1

　開山は大乗寺三代明峰和尚
の弟子大智。延元年間（1336 〜
40）、石川郡吉野谷村に祇陀寺
を建立。後年、越中（富山県）守
山に再興。さらに金沢八坂に移
り、三代利常の命で鶴林寺と称
するようになった。十四代暖源
の時、前田家の祈願寺となる。

雲松山
曹洞宗 鶴林寺
拝観  境内のみ 可  

E5
2

本堂・山門：金沢市指定有形文化財
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法真山
浄土宗
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　初代利家が建立した寺で、開
山は利家が越前府中（福井県越
前市）時代に帰依した大透圭徐
禅師。藩主一族の位牌が安置さ
れた前田家の菩提寺である。墓
所内には、利家の自画像と髪を
納めた御影堂・御髪堂や江戸初
期の画聖俵屋宗達の墓がある。

護国山
曹洞宗 宝円寺
拝観  境内 可   建物内 可  有料

E6
7

　寛正６年（1465）、州山が越前
府中（福井県越前市）にて創建。
天正18年（1590）、三代蘭室が金
沢に来た際、初代利家の家臣寺
西宗与が開基となって木ノ新
保に建立。ソ連抑留者供養のた
めダモイ観音が安置され法要
が行われている。 

竜峰山
曹洞宗 瑞雲寺
拝観  境内・建物内 不可

E7
8

　はじめは天台宗普照寺と称
したが、住職善永は越前吉崎に
あった蓮如上人を訪ね教化を
受ける。延徳元年（1489）真宗に
転じ乗円寺と改称。二代永乗は
越前の永正一揆、四代恵秀は大
坂石山合戦に参加して戦功著
しく、恩賞を受ける。

乗円寺
拝観  境内のみ 可  

G7
11

　開山は泰澄大師。石川郡大野
庄宮腰（現・金石）に建立し元
明寺と称した。その後、熊谷入
道蓮生坊が再建し、天台宗を改
めて念仏宗として仰西寺と呼
ばれた。正応３年（1290）、本願
寺三世・覚如上人が北陸巡行
の際、浄土真宗に改宗し、仰西
寺と改名した。

仰西寺
拝観  境内 要許可

G7
12

　一閑院は寛永８年（1631）宝円
寺五代泰山が、鶴来村に建立、明
治５年（1872）、現在地に移転し
た曹洞宗の名刹である。禅師は
戦国大名朝倉義景の第三子で
名刹宝円寺の住職を務め、総持
寺を大本山に格上げする功績を
残し、晩年一閑院に過ごした。

浄見山
曹洞宗 一閑院
拝観  境内・建物内 不可

F7
9

　嘉禎２年（1236）、近江の国、
醒井城主・廣田稲葉守重長が
出家し、教西坊となり当寺を創
建。後の文明３年（1471）、第七
世・善 智 坊 が 本 願 寺 蓮 如 に
随って北国で布教した折、金沢
の石引に移った。

醒井山
真宗大谷派 長周寺
拝観  境内のみ 可  

G7
10

　慶安３年（1650）、越中の城端
善徳寺の六代顕勝が金沢材木
町に掛所を建立したのが始ま
り。万治元年（1658）、三代利常
より現在地を賜り移転。明治12
年（1879）、善徳寺支院と改称。
平成６年（1994）、本院から独立
して真宗大谷派 善徳寺となる。

善徳寺
拝観  境内のみ 可  

I 8
15

　慶長10年（1605）、三代藩主利
常の生母・寿福院が養仙院日
護を招いて創建（但し、開山は
寿 福 院 の 異 母 兄・善 住 院 日
淳）。後年、火災にあったが正保
４年（1647）、寿福院の十七回忌
にあたり利常が再建した。加賀
騒動のヒロインお貞（真如院・
六代吉徳の側室）の墓がある。
五重石塔は有名。

寿福山
日蓮宗 経王寺
拝観  境内 可  建物内 問い合せ221−4873

I 9
16

　文禄２年（1593）、善龍法師が
能登の国羽咋郡小川村に創建
したことが起こり。明治元年

（1868）金沢の荒町へ移ったの
を機に転居を繰り返し、昭和４
年現在地へ移転。武家造りの座
敷には本尊ならびに什宝物な
どが安置されている。

今浜山
真宗大谷派 即明寺
拝観  境内・建物内 不可

H7
13

　慶長７年（1602）、津幡弘願寺
の隠居・遊林院の子・等覚坊龍
念が森下町で創建。万治２年

（1659）大火で全焼し、三代利常
より現在地を拝領し移転。享保
16年（1731）再び類焼したが、本
堂内陣と石垣塀は火災を免れ
当時の姿が残っている。

龍林山
真宗大谷派 等願寺
拝観  境内のみ 可  

H8
14

　開山の春尭和尚が初代利家
の息女・福姫の縁類となった
こ と を 感 謝 し て 寛 永18年

（1641）、大豆田に建立。福姫の
戒名より高源院と称した。万治
2年（1659）当地に移転。金沢西
国29番の霊所。毎年７月１日に
は「一ツ灸」が執行される。

福母山
曹洞宗 高源院
拝観  境内のみ 可  

E7
5

　慶安４年（1651）、加賀藩士・
横山式部長治の妻・海元院が、
母・献珠院のために母の帰依
僧・遠山を招き建立。献珠院は
初代利家の孫娘・蕭姫である。
無住の時代を経て元禄（1688
〜 1704）末年、妙心寺の嵩山を
招き臨済宗に復した。

黄竜山
臨済宗 献珠寺
拝観  境内・建物内 不可

F7
6

本堂・庫裏・山門及び築地塀：国登録有形文化財

城端山
真宗大谷派

普照山
真宗大谷派

宮腰山
真宗大谷派
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　元和９年（1623）、三代利常が
正室、珠姫の菩提寺として創
建。寺号は珠姫の法号に因むも
ので、当時四万坪の敷地を有
し、後に五百石を拝領した。五
代綱紀が建立した伽藍は、明和
５年（1768）の火災で焼失（十代
重教が再建）したが、山門は当
時のもの。 

金龍山
曹洞宗 天徳院
拝観  境内 可   建物内 可  有料

J10
19

　明治22年（1889）、浅川村下田
上（現在の金沢市田上町）出身
の田中正道によって創建され
た。
　町名にちなんで松下町説教
場と称し、聞法の場として親し
まれている。昭和22年（1947）、
大含寺となった。

真宗大谷派 大含寺
拝観  境内・建物内 不可

K9
20

　菅原道真を祀り、永仁５年
（1297）、京都北野天満宮より勧
請。その後、前田家の祈祷所と
なり、金浦郷の総社となって田
井天満宮と称した。寛永年間

（1624 〜 44）、「椿原山」と称す
る現在地に移転し、明治期には
椿原神社に改称した。

椿原天満宮
拝観  境内のみ 可  

F9
23

　道明寺にて田邊家の先祖が
菅原道真より賜った自画像を
祀っている。一向一揆を経て金
沢の地にとどまり、江戸時代に
は筆頭十村役を拝命。明治13年

（1880）、邸内に神社が建てられ
た。初詣で紅白の鏡餅を奉納。
芭蕉の句碑がある。

田井菅原神社
拝観  境内のみ 可  

E10
24

　延宝５年（1677）、現小立野１
丁目付近に聞敬坊として創建。
文政４年（1821）、七ヶ町村の惣
道場として現在地に建てられ、
明治13年（1880）聞敬寺となる。
金一色塗りの宝相華花草文様
が見事な内陣の欄間は、200年
以上前の寺院欄間様式。

真宗大谷派 聞敬寺
拝観  境内のみ 可  

L10
21

　かつて医王寺と称された。天
正年間（1573 〜 92）、能州石動山
天平寺の僧・空山が、後の加賀
藩初代藩主利家と親しく、石動
山の麓に建立。金沢山崎郷（小
立野白山町）を経て享保16年

（1731）、現在地に遷座。境内には
芭蕉句碑がある。

上野八幡神社
拝観  境内のみ 可  

L11
22

　開基である大和国生まれの
教導が、北国巡回中の明応６年

（1497）、越 中 砺 波 郡 刃 利 村
（現・桂村）において創建し、願
成 坊 と 称 し た。天 明 ７ 年

（1787）、金沢に移転。明治９年
（1876）、寺号公称が許され、願
成寺と改めた。

願成寺
拝観  境内・建物内 不可

H6
27

　永正元年（1504）、藤原重之が
出家し、貞珊と名乗って一宇を
建立し、圓證寺と称した。藤原
重之は戦いに敗れ、河北郡戸室
新保村に隠れ住んでいたが、山
号はその地名に由来するもの。
慶安３年（1650）、火災により、
現在地に移転した。

戸室山
真宗大谷派 圓證寺
拝観  境内・建物内 不可

H6
28

　金沢最古の神社の一つで、参
道には天保14年（1843）の石灯
籠一対がある。創祀の由来は、
小倉百人一首の「奥山に紅葉ふ
みわけ鳴く鹿の…」の作者猿丸
太夫の旧跡と伝えられる。本殿
には十一面観音も安置され、毎
年８月に観音講が行われる。

猿丸神社
拝観  境内のみ 可  

J5
25

　神亀年間（724 〜 729）、泰澄
大師が福井県一乗谷に創建し、
白山信仰の寺として栄える。前
田利家の金沢入城とともに、現
在の兼六園の梅林付近に寺地
を得る。元和５年（1619）、現在
地に移転する。前田家の祈祷所
として栄えた。

波着寺
拝観  境内のみ 可  

I 7
26

山門：石川県指定有形文化財

　天正年間、越中国砺波郷増山
に岌台上人が如来寺を開山。そ
の後寛文２年（1662）前田家五
代藩主綱紀が生母清泰院（徳川
光圀の姉）の位牌所として建
立。伽 藍 焼 失 後、文 化10年

（1813）、十二代斎広により現在
の御堂が再建。金沢市指定有形
文化財。

竜宝山
浄土宗 如来寺
拝観  境内 可  建物内 問い合せ221−0833

I 9
17

　正徳５年（1715）、開基慶円に
よって能登の国羽咋郡米出村
に専修坊と号し、一寺を建立し
たことが起こりである。
　明治12年（1879）、当地に移転
した時に、専修寺と名付けられ
た。

金城東山
真宗大谷派 専修寺
拝観  境内・建物内 不可

I 8
18

桂山
真宗大谷派

本堂：金沢市指定有形文化財

泰澄山
真言宗

4



　明応元年（1492）、越前南条郡
領主・赤座長秋が父母の供養
のために建立した。慶安２年

（1649）三代利常より寺地を拝
領。前田家の御典医・江間家の
菩提寺でもあり、日本最初のオ
ランダ医学の先駆者、吉田長淑
などの墓所がある。

宝林山
曹洞宗 棟岳寺
拝観  境内のみ 可  

H5
31

　開山は愚渓和尚、開基檀越は才
道二、伊藤外記。寛永９年（1632）、
藩士・本多安房守が三代利常に
寺地を請い新竪町に建立したが、
水害にあい、現在地に再建。自覚
大師の作と伝えらる観音立像は
尾張の国の海中より出現したと
言われる。

江西山
臨済宗妙心寺派瑞光寺
拝観  境内のみ 可  

H4
32

　石川護國神社は、明治元年
（1868）の戊辰ノ役で戦死した加
賀藩士108名の戦没者のみたま
を、同３年（1870）、卯辰山に招魂
社を造営して祀ったのが、その
始まり。昭和10年（1935）現在地に
遷座され、昭和14年（1939）に社
名を石川護國神社と改称した。

石川護國神社
拝観  境内のみ 可  

E3
35

　寛政６年（1794）、十一代藩主
前田治脩が、金城霊澤のほとり
に菅原道真を祀ったことに始
まる。創建当時は、藩校明倫堂
の鎮守として、その後は竹沢御
殿の鎮守とされた。明治７年

（1874）兼六園公開とともに竹
沢天神から金澤神社に改称。

金澤神社
拝観  境内のみ 可

E3
36

　慶長2年（1597）、寂善法師に
より創建、約430年前のことで
ある。はじめは小立野にあった
が、現在地に移転し本堂には聖
徳太子二歳像が安置。現在の本
堂は享保年間の建立と推察さ
れ、今から約230年前に建立さ
れた、大変古い寺院である。

松岡山
真宗大谷派 唯念寺
拝観  境内 可  建物内 問い合せ261−7688

H4
33

　元和３年（1617）、京都の寂光
寺二代・本行院日海が創建。日
海は日本初の棋聖本因坊であ
り、三代利常を指南し、そのお礼
に寺地を得た。本多安房守、横山
山城守の庇護を受ける。３度の
火災にあったが明治36年（1903）
再建した。

久遠山
日蓮宗 本行寺
拝観  境内のみ 可  

G3
34

　延徳３年（1491）の創建と伝え
られる。僧慶心は金沢御堂の建
立にともない本願寺の命を受け
御堂衆を務めた。その後、越中か
ら飛騨を布教し、90歳で飛騨白
川村加須良に示寂した。木ノ新
保から犀川河原町を経て万治
元年（1658）、当地に移った。 

加須良山
真宗大谷派 慶恩寺
拝観  境内のみ 可  

H6
29

　寛永８年（1631）、本多家の家
老・篠井雅楽助が州岩の篤信
道念に感じ入り、一宇を建立し
たのが起こり。州岩は、豊臣方
の部将・木村重成縁故の役僧
で大乗寺十五世謙室呑益和尚
を講じて開山とした。寺宝に矢
田四如軒筆の絵画二幅がある。

法隆山
曹洞宗 真行寺
拝観  境内・建物内 可  要予約

H6
30
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鈴木大拙館

知る、学ぶ、考える。
郷土が生んだ世界的な仏教哲学者 鈴木大拙の生涯と思想に出会う場所
　ここ本多町に生まれた世界的な仏教哲学者・鈴木大
拙の考え方や足跡を広く国内外の人々に伝え、理解を深
めるとともに、来館者自身が思索する場として利用するこ
とを目的として開設された。館内は、鈴木大拙を知る「展
示空間」、心や思想を学ぶ「学習空間」、自らが考える
「思索空間」という３つの空間と、「玄関の庭」「露地の
庭」「水鏡の庭」という３つの庭で構成されており、来館
者がそれぞれ自由に大拙の思想にふれ、自分と向きあえ
る空間となっている。

金沢市下本多町3-4-20　TEL （076）221-8011
【開館時間】　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
【休 館 日】　月曜日（休日の場合はその直後の平日）、年末年始、展示替期間

坂道を歩き、歴史に出会う。
　金沢三寺院群のなかでも、犀川と浅野川に挟まれた小立野台地は特に坂道
が多い。兼六園から南東に向かって石引・小立野方面へと一直線の道が延び、
その周囲に拡がる地形は複雑に曲がりくねり、緩やかな坂道や急な階段状の抜
け道など、そこで暮らす人々の生活の知恵や匂いが漂っている。坂道を下る途
中、生い茂る丘陵面の樹木の間から思いがけず絶景が飛び込んでくるのは嬉し
いものだ。かつて木こりが通う八つの坂から名付けられた「八坂」。木曽の山中
の幽すいに似ていることから「木曽坂」。農夫が馬を使っていた「馬坂」の途中
には、目に効くといわれる不動尊が鎮座する。足軽二十人組が住んでいたところ
から付いた「二十人坂」。また、小立野から本多町方面へ下る坂は篠原出羽守
が娘を嫁がせる際、荷物を運ぶため開削したことから「嫁坂」と言われるなど、坂
の多い「小立野寺院群」は微笑ましい歴史と風情にも出会えるエリアである。

勘太郎川

二十人坂 新坂

小尻谷坂

亀坂

嫁坂

馬坂大乗寺坂

木曽坂

坂道を訪ねる

源太郎川

八坂
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白鳥路
Hakucho-ro Str.

Ishikawa-mon
Gate

石川門

金沢城公園
Kanazawa Castle Park

金沢歌劇座
The Kanazawa Theatre

本多の森ホール
Honda-no-mori Hall

辰巳用水
Tatsumi Yosui 
Waterway

Ishikawa Gokoku Jinja Shrine
石川護國神社

Kanazawa Jinja Shrine
金澤神社

Pref. History Museum
県立歴史博物館

Traditional Art & Craft 
of Ishikawa

いしかわ生活工芸
ミュージアム

Seisonkaku Villa
成巽閣

Kinjo Reitaku 
Sacred Spring

金城霊澤

Kaga-Honda Museum
加賀本多博物館

Pref. Museum of Art
県立美術館

Pref.Museum of Art,Hirosaka Annex
県立美術館広坂別館

Nakamura Memorial Museum
中村記念美術館

21st Century Museum of 
Contemporary Art, Kanazawa

21世紀美術館

Shiguretei Chashitsu
時雨亭

Nishida-ke Garden Gyokusen-en
西田家庭園玉泉園

Kaga Yuzen Kimono Ctr.
加賀友禅会館

Furusato Ijinkan Museum
ふるさと偉人館

Hirosaka Crafts Shop

Pref. Noh Theater
県立能楽堂

石川橋
Ishikawa Bashi Bridge

石引四丁目
Ishibiki 4-chome

県兼六駐車場

県石引駐車場

桂坂
Katsura-zaka

紺屋坂
Kon-ya-zaka

蓮池門
Renchi-mon

真弓坂
Mayumi-zaka

随身坂Zuishin-zaka

桜ヶ岡
Sakuragaoka

国立工芸館
National Crafts Museum

美術の小路
Bijutsu-no-komichi Str.

百間堀園地（旧沈床園）
Hyakken-bori Garden

百間堀
Hyakken-bori Moat

上坂
Ue-saka

Shimo Honda-machi 6-bancho

金沢歌劇座駐車場

小将町中学校
Kosho-machi Jr. High School

県立工業高校
Pref. Technical High School

Tsubakiharatenmangu Shrine 
椿原天満宮

Taisugawara Jinja Shrine 
田井菅原神社

Kenjuji Temple
献珠寺

Umazakafudoji Temple
馬坂不動

Kogen-in Temple
高源院

Hoenji Temple
宝円寺

Zuiunji Temple
瑞雲寺

Choshuji Temple
長周寺

Joenji Temple
乗円寺

Ikkan-in Temple
一閑院

Shozanji Temple
松山寺

Kakurinji Temple
鶴林寺

Anrakuji Temple
安楽寺

Yofukuji Temple
永福寺

兼六園
Kenroku-en  Garden

Kanazawa Folklore Museum
金沢くらしの博物館

兼六中学校
Kenroku Jr. High School

北陸学院
Hokuriku Gakuin 辰巳用水

Tatsumi Yosui Waterway

紫錦台中学校
Shikindai Jr. High School

金沢医療センター
Kanazawa Medical Center

金沢大学附属病院
Kanazawa Univ. Hospital

田井町
Tai-machi

天神町緑地
Tenjin-machi Ryokuchi Garden

東兼六町
Higashi Kenroku-machi

下石引町
Shimo Ishibiki-machi

本多の森公園
Honda-no-mori Park

源太郎川
Gentarogawa River

勘太郎川
Kantarogawa River

Tokiwa Bashi Bridge
常盤橋

Higashi Mikagegawa River
Matagoro-machi Yasuragi Ryokuchi Garden

Monkyoji Temple
聞敬寺

Tentoku-in Temple
天徳院

Uenohachiman Jinja Shrine
上野八幡神社

小立野小学校
Kodatsuno Elem. School

金沢商業高校
Kanazawa Commercial High School

金沢大学医薬保健学域保健学類
Kanazawa Univ. Iyakuhokengaku-iki Hokengaku-rui

金沢大学医薬保健学域医学類
Kanazawa Univ. Iyakuhokengaku-iki Igaku-rui

笠舞第三公園

Daiganji Temple
大含寺

Nyoraiji Temple
如来寺

Kyooji Temple
経王寺

Senshuji Temple
専修寺

Zentokuji Temple
善徳寺

Toganji Temple
等願寺

Hachakuji Temple
波着寺

Gosaiji Temple
仰西寺

Sokumyoji Temple
即明寺

Ganjoji Temple
願成寺

Enshoji Temple
圓證寺

Kyoonji Temple
慶恩寺Yuinenji Temple

唯念寺
Shingyoji Temple
真行寺

Togakuji Temple
棟岳寺

Sarumaru Jinja Shrine
猿丸神社

Eifukuji Temple
永福寺

上菊橋
Kamikiku Bashi Bridge

下菊橋
Shimogiku Bashi Bridge

笠舞3丁目
Kasamai 3-chome

笠舞
Kasamai

至 有松
For Arimatsu

Saiwai-cho

Hongyoji Temple
本行寺

Zuikoji Temple
瑞光寺

（建設中）

Enmei Jizo-son
延命地蔵

Kanko Bussankan
観光物産館

Geba Jizo
下馬地蔵

三文豪像
San Bungo Statue

前田利家像
Maeda Toshiie Statue

兼六園下
Kenrokuen-shita

兼六園下
Kenrokuen-shita

兼六園下
Kenrokuen-shita

兼六園下
Kenrokuen-shita

広坂
Hirosaka

本多町
Honda-machi 

出羽町
Dewa-machi

小立野
Kodatsuno

小立野
Kodatsuno

如来寺前
Nyoraiji-mae

天徳院前
Tentokuin-mae

天徳院前
Tentokuin-mae

小立野三丁目
Kodatsuno 3-chome

小立野三丁目
Kodatsuno 3-chome

如来寺前
Nyoraiji-mae

出羽町
Dewa-machi

本多町
Honda-machi 

広坂
Hirosaka

い
し
曳
の
道
（
小
立
野
通
り
）

び
き大乗寺坂

Daijoji-zaka

嫁坂
Yome-zaka

新坂
Shin-saka

二十人坂
Nijunin-zaka

白山坂
Hakusan-zaka

亀坂
Game-zaka

天神坂
Tenjin-zaka

木曽坂
Kiso-zaka

馬坂
Uma-zaka

八坂
Hassaka

鶴間坂
Tsuruma-zaka

鈴木大拙館
D.T.Suzuki Museum

小尻谷坂
Kojiritani-zaka

び
き

Ishiura Jinja Shrine
石浦神社

至 橋場
For Hashiba

至 香林坊
For Korinbo

至 片町
For Katamachi

至 旭町
For Asahi-machi

至 卯辰山
For Utatsuyama

至 錦町
For nishiki-machi

至 涌波
For wakunami

浅
野
川

Asano river

0 250m 500m

兼六園下
Kenrokuen-shita

犀
川Saigawa river

いもり堀
Imori-bori Moat

21st Century Museum
of Contemporary Art,

Kanazawa

21世紀美術館

兼六小学校
Kenroku Elem. School

国指定重要文化財

国指定重要文化財

国指定特別名勝

国指定重要文化財

県指定名勝

市指定有形文化財

国指定史跡

県指定有形文化財

市指定有形文化財

常盤町
Tokiwa-machi

●金沢駅

●金沢城公園

●兼六園
●

市役所

浅野川

犀川

●
ひがし茶屋街

にし茶屋街
●

近江町市場●

長町武家屋敷
●

主計町茶屋街
●

出羽町

金沢駅からバスで約20分、出羽町バス停下車。

いし曳の道へのアクセス
び き

寺町寺院群

卯辰山山麓寺院群

小立野寺院群

いし曳の道
びき

●

21世紀
美術館

兼六元町
Kenrokumoto-machi

小将町
Kosho-machi

兼六町
Kenroku-machi

出羽町
Dewa-machi

本多町三丁目
Honda-machi 3-chome

天神町一丁目
Tenjin-machi 1-chome

天神町一丁目
Tenjin-machi 1-chome

暁町
Akatsuki-machi

暁町
Akatsuki-machi

扇町
Ogi-machi

天神町二丁目
Tenjin-machi 2-chome

小将町
Kosho-machi

石引四丁目
Ishibiki 4-chome

石引一丁目
Ishibiki 1-chome

石引三丁目
Ishibiki 3-chome

飛梅町
Tobiume-cho

宝町
Takara-machi

横山町
Yokoyama-cho

材木町
Zaimoku-cho

小立野四丁目
Kodatsuno 4-chome

小立野二丁目
Kodatsuno 2-chome

小立野五丁目
Kodatsuno 5-chome

旭町三丁目
Asahi-machi 3-chome

宝町
Takara-machi

宝町
Takara-machi

石引二丁目
Ishibiki 2-chome

石引一丁目
Ishibiki 1-chome

小立野四丁目
Kodatsuno 4-chome

笠舞二丁目
Kasamai 2-chome

城南二丁目
Jonan 2-chome

本多町一丁目
Honda-machi 1-chome

本多町二丁目
Honda-machi 2-chome

笠舞三丁目
Kasamai 3-chome

本多町三丁目
Honda-machi 3-chome

小
立
野
寺
院
群
マ
ッ
プ

松
山
寺

鶴
林
寺

安
楽
寺

永
福
寺

高
源
院

献
珠
寺

宝
円
寺

瑞
雲
寺

一
閑
院

長
周
寺

乗
円
寺

仰
西
寺

即
明
寺

等
願
寺

善
徳
寺

専
修
寺

経
王
寺

如
来
寺

石
川
護
國
神
社

金
沢
神
社石

浦
神
社

波
着
寺

願
成
寺

圓
證
寺

慶
恩
寺

唯
念
寺

真
行
寺

棟
岳
寺

本
行
寺

瑞
光
寺 大

含
寺

聞
敬
寺

猿
丸
神
社

上
野
八
幡
神
社

天
徳
院

椿
原
天
満
宮

田
井
菅
原
神
社

散策ルートのご案内いし曳の道
びき

兼六園
金沢城
公園 い　し　曳　の　道

鈴木大拙館

大乗寺坂

●

●

八坂●

下馬地蔵●

●
●

●

嫁
坂

馬
坂

新坂

二十人坂 ●白山坂

●亀坂

●
天神坂

●

● ●

木曽坂

兼六園下

《源太郎川ルート2.3km（約1時間10分）　》
※散策には右記の距離・時間を参考にして下さい。
　（あくまでもル－ト設定は目安です。）

《　勘太郎川ルート2.6km（約1時間30分）》

1

A

B

C

D

E E

F

G

H

I

J

K

F

G

H

I

J

K

L L

1 2 3 4 5 6 7 8 9

2 3 4 5 6 7 8 9

10

10

11

22
21

20

19

16

17

18

15

14

23

24

26

29

28

12

11

1327

30

25

33

31

32

34

36

35

3

1

4
2

10

9

6

5

8

7

寺院めぐり「散策ルート」と寺院番号は参考として
表記してあります。スタート地点は自由。興味のあ
るエリアを、いつでもお気軽に設定してください。
季節ごとに金沢三寺院群の歴史・文化をゆっくりと
歩き訪ねるのがお薦めです。
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↑小立野通り／表紙写真は如来寺の火灯窓

　金沢を並行して流れる犀川と浅野川。金沢城
はこの２つの川を天然の外堀とした「小立野台
地」の先端に築かれた。その際、戸室山から切り
出した石垣を運んだのが「いし曳の道」であり、こ
れに沿って前田家の菩提寺である宝円寺や三
代藩主利常の正室・珠姫の菩提寺である天徳
院など、前田家ゆかりの寺院が集められたと言
われている。あたり一帯は起伏に富んだ地形で
坂道が多く、いまも風情豊かな町並みを残してい
る。
　また兼六園の南側斜面にかけて広がる「本
多の森」は、前田家の筆頭年寄「本多家」の上
屋敷があった場所で、現在は県立美術館や中
村記念美術館、鈴木大拙館などが集まる香り高
い文化ゾーンとなっている。

　元和２年（1616）ころ、加賀藩三代藩主・前田利
常は金沢城の防備や寺社の管理、人別（現在の
戸籍）を行うため、さらには一向宗対策として、城下
に散在していた寺社を３か所に移転・配置した。城
の南東にある「小立野寺院群」、北東の「卯辰山
山麓寺院群」、南西の「寺町寺院群」。それぞれに
趣きのある３つの“寺のまち”を歩けば、知らなかっ
た金沢が見えてくる。まずは一番訪ねてみたい寺
院を決めて、その近隣を巡ってみてはどうだろう。

金沢三寺院群の旅
金沢三寺院群とは

歩く、観る、祈る。

発  行

金沢市観光政策課

金沢旅物語 検　索

金沢市広坂 1-1-1　☎︎076-220-2194　FAX 076-260-7191
https://www.kanazawa-kankoukyoukai.or.jp

※各寺社の御朱印・御朱印帳の有無は HP よりご確認いただけます。
　御朱印はすぐに対応できないことがございますので、あらかじめ
　各寺社にお問い合わせいただくことをおすすめします。

※このパンフレットに掲載の内容は、令和6年時点のものです。


